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Lポ ランティア体験学習推進事業
(1)ふれあいボランティアパスポート (FVP)事業
①FVP参加校・団体の募集
・参加校・団体数 :63校 07団{限参加児童生徒数20,318人
・ふれあいボランティア体験学習推進学校・団体賞
ガ難 14移 高ヽ禅学寺牲交1彬起こ豪受章須犬を現曽1塁塁 伽R橋謝颯亘H又1率乾0%2た 1∋

②ふれあいボランティア活動感想文募集
・参加 :小学校3校 1団|は中学校2校、高等学校2校、応募71人
・表彰 :大賞2人、小学生賞10人、中学生賞1人、高校生賞3人
受霞都動 缶バッジ・感糧郊釧語り議譜栓員ふ技リツールを提出
・感想文集作成 :1,000冊。FVP参加校・団体等に配付。
③FVPの運用のデジタ′Иヒの提案
。FVPデジタノイヒに取り組んでいる都内中学校や高校のデジタノイヒ
の取り組みをヒアリング:剰包
o6嗚leフォームを活用して学校・団体向けの集計デジタノイヒの仕組み
「FVPフォーム」を作成D令和6年度末より活用を呼びかI九

④社会教育等関係イベントを通じた教育委員会・学校・団体への
FVPを活用したボランティア体験学習の働き力斗ナ
。社会教育団体推進協議会総会にて当法人の活動紹介

⑤親子で “ちょいボラ"学習会 _

・第3回学習会開催 :荒川区立南千住第二幼稚園
開催喘間:9:∞～11瀾 勿 嗜 :保護者、園長他9人
・第4回学習会開催 :文教大学付属幼稚園 (湿りII区)
開催時間 :9:紛～Ю :∞ 参加者 :保護者、園長他 13ン札
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243
2 ポランティア体験学習情報事業
C)オンライン・スクールボランティアサミット (SVS)
。Zoomによるオンライン開亀 (10莉分～1烈賓分)
。講師 :日本教育実践研究所所長
・講演&質疑応答 :テーマ「アフターコロナのボランティア教育」
。さわやか青少年センター:FVP集計等のデジタノイヒについて
。参加者 :教員、教育委員会職員等3Z札

② 青少年地域ポランティアサークル活動普及事業(SVC)
。ボランティア学習会 (東京都奉仕。ボランティア教育研究会、
東京都社会福祉協議会、行政、そα琳量ヨ体)

。広がれ「ボランティアの輸」連絡会議 (省庁懇談会)

2月
～
3月 当法人
事業所

4人 FVP参加
学校・団体・
ドラガィアクト閣灸
学習実施校

lCo000ス

%調査・研究。開
発・提言事業

(3)FVPを活用したボランティア体験学習についての調査・分析
・ FVPEli剛感を諦屁分析調査
対象 :"1的謀TVP参 力口・ギ校 15校、中学校11校
「意講む、「ボランティア活動内容」、「リフレクション定譜謝J硼の3調査
に着手。データ入力ほぼ完了。
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∞広報事業

⑥FVPを活用したポランティア体験学習の情報発信
。当年度のFVP参力噂 :のボランティア体験学習の活動額 ・情報を
ホームページに臓
TutterやnEIイベントポータルサイト、日本教育新聞、月刊「日
本教育」等にFVP参加募集やO・ SVSの開催情報を配信。
・神奈川県Y高の識 人が当法人事穫ワ需扉ユSSCの活動を紹介。

・文部科学省初中局を訪ね、ボラ方ィア体験学習への協力臨
・公益財団法人を訪間、当法人の事業を紹介。

1,(И9合計

12号 28
事 業 報 告 用

令和6年度 事 業 報 告 書
特定ブ贈

"1星

己墜ム査わやか青少年センター
1事 業の成果
当年度は、教員の働き方改革や ICT活用の取り組みが推進されている学校教育の環境下、ボランティア体験学習
るには難しい年度であった。
当法人の事業においては、ふれあいボランティアパスポート (FVP)の参加児童生徒数が昨年度よりわずかながら増えたもの
の参加校は減少した。デジタノイヒの流れと教員の手間削減を目指して、FVP事業における副 欄回収、集計業務のデジタノイヒを
進めて「FVPフォーム」を作り、運用できるようにした。また、FVPを活用したボランティア体験学習の有効性を確認するた
めの調査・分析では、対象とする26校の児童生徒のFVP回収感想欄のデータ入力作業を終えた。
カロえて、ボランティア体験学習の普及推進のため、「総合的な学習の時間」を中心lン」ヽ中高等学校においてボランティ
習に取り組んでいただくように関係省庁に働きかけた。
運営面でヤよ 活動の目的が同じ方向の公益財団等に向け、事業紹介や支援協力の働き力ヽすを試みた。

(1) 949 千円)



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さわやか青少年センター

単位 :円
金  額 小 計 ・ 合 計

正会員受取会費

賛助会員受取会費

受取寄附金

益

105,000
259,000

364,000

1,322,598
1,322,598

0

63,600
63,600

251

251

1,750.44

1

売上 原価
諸 謝 金

印刷製本費

会 議 費
旅費交通費

通信運搬費
地代 家賃
水道光熱費

減価償却費
消耗品 費
保 険 料

リース 料
諸 会 費
新聞図書費
支払手数料

支払寄付金

1

2

旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
新聞図書費
支払手数料

Ａ
Ｖ

49,963
30,637
237,243
0

41,970
136,620
937,200
49,115
51,728
44,174
11,500
7,920
60,130
8,139
182,995
100,000

1,949,334

1_949_:

ｎ

Ｙ

6,752
4,144
16,294
2,704
1,348
14,670

45,912

45´ 9
1_995_246

当 期 経 常 減 額 A B -244,797

過年度損益修正益

0

当 期 経 常 . 饉 滅 1 ・ ・ ・ ②

-244.′ 9′

0
1,723,785
1_478

1

〕】 ヨ降 ■

D】  1澤  ロ

D



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さわやか青少年センター

金  額 小 計・ 合計

什器備品

1

2

敷 金

現金預金
青少年人間力育成事業用預金
棚卸資産
前払費用 (サーバー・ ドメイン維持費)
前払保険料

278,309
300,381
590,031
69,938
11,500

1,250,159

1.250.159

103,454
103,`54

ｎ

Ｖ

140,000
140,αЮ

243_4遍

“
【A】 資 産 合 計 ①+② 1,493,613

，
“

〈υ

Ａ
）

＾
υ

14=625

・   14.162:

長期借入金

未払金
前受金 (正会員会費)

ｎ

Ｖ

14.61

1,723,785
△  244,797

1_478_98

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 1,493,613

Lコ l 目
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令和 6年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日最終改正 PO法人会計基準協議会)
によつています。
(1)消費税等の会計処理        消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法  総平均法による原価法によっています。
(3)固定資産の減価償却の方法     什器備品の減価償却は定額法によっています。
2.事業別損益の状況                                     (単 位 :円 )

科 目

ふれあい
ボランティア
パスポー ト

(FVP)

スクール

ボランティア

サミット

(SVS)

青少年地域
ボランティア
サークル

(SVC)
広報 事業部門計 運営管理 合  計

I 経常収益
1 正会員受取会費
2.賛助会員受取会費
3 受取寄付金
4 資産受贈益
5.受取助成金等
6_事業収益
7.受託事業収益
8.その他事業収益
9‐ 受取 利息
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)(人件費)
人件費計
(2)(その他経費)
売上 原価
諸 謝 金
印刷製本費
会 議 費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
保 険 料
地代 家賃
水道光熱費
減価償却費
リース 料
諸 会 費
新聞図書費
支払手数料
支払寄付金

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

0

0

150,000

63,

0

0

600

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

000

0

0

600

0

0

0

150,

63,

105,000

259,000

1,172,598

0

0

0

0

0

251

105,000

259,000

1,322,598

0

0

63,600

0

0

251

213.600 213.600 1.536.849 1,750,449

49,963

14,137

222,386

0

35,730

98,660

33,434

8,050

656,040

34,381

36,210

5,5“

14,052

7,530

129,384

100,000

0

16,500

7,946

0

1,684

19,136

4,845

1,725

140,580

7,369

7,759

1,188

7,026

406

26,673

0

0

0

1,035

0

1,272

12,551

3,230

1,150

93,720

4,911

5,173

792

28,513

203

18,051

0

0

0

5,876

0

3,284

6,273

2,665

575

46,860

2,454

2,586

396

10,539

0

8,887

0

49,963

30,637

237,243

0

41,970

136,620

44,174

11,500

937,200

49,115

51,728

7,920

60,130

8,139

182,995

1∞,0∞

0

0

6,752

0

4,144

16,294

2,704

0

0

0

0

0

0

1,348

14,670

0

49,963

30,637

243,995

0

46,114

152,914

46,878

11,500

937,200

49,115

51,728

7,920

60,130

9,487

197,665

100,000

1,445,501 242,837 170,601 90,395 1,949,334 45,912 1,995,246
1,445,501 242,837 170,601 90.395 1.949.334 45.912 1.995.246

-1,231,901 -242,837 -170,601 -90,395 -1.735,734 1.490,937 -244.797

3.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は1,478,988円 ですが、そのうち300,381円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は1,178,607円 です。

l費圧 Vソ 1瑠酔 ′、

科 目 取得 減 少 期 末 帳 簿価 額

有形固定資産
什器備品 155.182 155.182 △ 51,728 103,454

合 計 155,182 155,182 △ 51,728 103,454

4

期首残高 当期減少額 1期末残高 備 考内  容
青少年人間力育成事業用

預金
400,238 143 300,381100,0001 翌期以降に使用予定の事業資金

合 計 400,238 143 loo, oool 3oo,38l



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さわやか青少年センター

金  額 ′」ヽ   き十 合   計

現金預金
手元現金
当座預金
普通預金
みずほ銀行
ゆうちょ銀行

人間 用

みずほ銀行

「親子で"ち ょいボラ"ハンドブック」在庫744冊

前払費用
次年度サーバー利用 。ドメイン維持費
次年度保険料

什器備品

3
敷 金
さわやか青少年センター事業所

0

33,340

224,484
20,485

278,309
1,250,159

300,381
300,381

590,031

69,938
11,500

590,031

81,438

1.250,159

103,454
103,454

0

140,000
140,000

14Ю ,αЮ

243_454

【A】 資 産 合 計 ①+② 1,493.613

【[

侵

未払金
印刷製本費等
前受金
正会員会費

負

7,625

7,000

14,625
14,625

14.61

定燿議日[

借入金 0

0

1任
構 合 計 じ

「
`D

【B-1】 負 債 合 計 ③十④ 14,625

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 1,478,988

― ■■二 主 主 型 :111



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 6年度年間役員名簿
(前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居
所並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した

名簿)

特定非営利活動法人 き 青少年センター

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
(どちらかに○)

(フ リガナ)
報酬の有無
(どちらかに○)

役職名等
氏    名

1 ○理事 。監事

アリマ セイシ
有。① 理事長

有馬 正史

2 ○理事・監事

ア リマ  マ リ
(マツヤママリ)

有・① 副理事長
有馬 真理
(松山 真理)

Ｏ
υ ○理事 。監事

*2 I<f ) a
有・①

奥山 千鶴子

4 ○理事 。監事
タナカマサフミ

有。①
田中 雅文

5 ○理事 。監事
ヤナギクミコ

有。①
柳 久美子

6 ○理事・監事

-f )t l^7 t-F fi
有・①

中村  豊

7 ○理事・監事
ヤブキマサノリ

有・①
矢吹 正徳

8 理事 。○監事
ミナミタニヒロタカ

有・①
南谷 洋至

9 理事 。監事 有・無

10 理事・監事 有・無



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人さわやか青少年センター

氏   名

1
有 馬 正 史

2 有 馬 真 理
(松 山 真 理)

3 奥 山 千鶴子

4
田 中 雅 文

5
柳 久 美 子  

6 中 村  豊

7 矢 吹 正 徳

8 南 谷 洋 至

9 稲 田 百 合

10
谷 藤 康 浩

11
峯 野 哲 也

12




